


旭川南高校は

旭川市内唯一の総合学科として旭川南高（普
通科）と旭川北都商業の統合により

平成２１年度に開校（６年目）

良き伝統を受け継ぎながらも

道北の中心都市旭川にふさわしい

新生南高として、都市型進学型総合学科を

めざす



３年間の教育課程
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６系列の科目群設定

◎ 人間・文化系列
◎ 社会科学系列
◎ 自然科学系列
◎ 医療・看護系列
◎ 情報・ビジネス系列
◎ 国際コミュニケーション系列



選択科目メニューの特徴

①受験に対応できる「研究」・「発展」系の科目を厚く
配置

数学研究Ⅰ・Ⅱ 探究生物 生物研究など

②希望進路に関連した実学系の科目

看護入門 社会福祉基礎 ネットワークシステム
子ども文化 など

③教養系の科目

隣国コミュニケーション（韓国・中国・ロシア語）音
楽表現 現代文学 スポーツⅠ など



進路（３期生の内訳）

国公立大・

準大学16

私立大学76

国公立短大1
私立短大26

高等看護専門学校16

専修学校65

就職27

進学準備

など11



センター試験出願者の推移

２２年度（普通科最終） 45

２３年度（総合１期） 88

２４年度（総合２期） 71

２５年度（総合３期） 87

２６年度（総合４期） 118



本校の課題（将来像検討委員会提言より）

１）①産社・総学におけるキャリア学習の充実と精選
②適切な科目選択指導・クラス編成
③課題研究の充実
④一人一人に合った進路指導

２）①教育課程の整備
②３年間の指導計画、各教科・科目の目標、授業展開などの明確化
③授業の質的向上
④その他の学力を向上させる取組み（講習・学習会など）とその関連づけ

３）①部活動の活性化
②行事の充実（生徒が主体的にかかわれる）

４）①キャリア学習の中に人間教育を位置づける



１年次 産業社会と人間

２年次 総合的な学習

３年次

総合的な
学習

ライフプラン
科目選択

プレゼン能力
育成

基礎基本の
定着

進路研究
課題研究

課題研究の深化
進路実現

実践的学力

キャリア学習の全体イメージ



• 自分を知る

• 学問・学部調べ

• 職業人インタビュー

• 科目選択ガイダンス

• 大学見学

• グループ別課題研究

• 表現トレーニング（グループワーク・小論文など）

• ライフプラン

「産業社会と人間」のおもな取組



学問調べ（グループ発表）



学問調べ（クラス内発表）



学問調べ（クラス内発表）



職業人インタビュー（グループ内発表）



職業人インタビュー（学年発表）



社会人講演会



先輩に聞く



大学見学会



大学見学会

実験中（室工大）

Ａｌｌ Ｅｎｇｌｉｓｈ（小樽商大）



ライフプラン（クラス内発表）



文部科学省の研究指定について

平成２５年度からの３年間

「多様な学習成果の評価手法」に関する研究
指定

文科省

道教委

旭川南高校



基本的な考え方

①客観的に測りにくい学習成果に対して

「責任ある主観」に基づいて評価する

②科目や課題の目標（身につけたい力）

と評価規準を明確化し、

目標と指導と評価の一体化をめざす

③生徒にとってよい学びの契機となる評価

④評価疲れに陥らない、使い勝手のよい評価
をめざす



本校での取組

①「産業社会と人間」「総合的な学習」における
多様な学習成果に対する評価のあり方を研
究する

②そのノウハウを生かして他の教科においても

「多様な学習」を実践し、評価法を研究する

（数学・理科・家庭科）



産社の目標・評価の観点

①論理的思考力

②主体的行動力

③構想力

＋

④コミュニケーション能力

の育成をめざす



パフォーマンス課題の実施と評価の
流れ

①担当者打ち合わせ（観点・基準等）

②生徒への説明（ルーブリックの提示）

③課題実施

④自己評価 （または相互評価）

⑤教員による評価 → 生徒に提示

個々の課題の評価を集積して学期末
の評価・学年末の評定につなげる



研究を通じて見えた課題

①適切かつ効率的な評価法

②評価基準の統一

③評価が生徒の変容につながるか

④パフォーマンス課題の検討・整理

身につけたい力とそれに対応した課題

生徒・教員の負担感の問題

産社を楽しむには？


